
経験期間３年以内の未熟練労働者は、作業に慣れておらず、
危険に対する感受性も低いため、熟練労働者よりも労働災害の
発生率が高い状況にあります。

令和５年に群馬労働局管内で発生した未熟練労働者（3年以
内）による休業４日以上の労働災害の死傷者数は、1,083人
(41.7%)と全体の約4割を占めています。

作業に慣れていない

未熟練労働者の
労働災害をなくそう!

危険に対する感受性が低い

「自分は大丈夫」と思い込む

安全のためのルールを理解していない

未熟練労働者の労働災害が多いのはなぜ？
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未熟練労働者による業種別労働災害発生状況(令和5年)
(出典:労働者死傷病報告)

未熟練労働者が占める労働災害発生の割合(令和5年)
(出典:労働者死傷病報告)
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事故の型別では、「転倒」「動作の反動・無理な動作」災害の順で多く
発生しています。

災害原因や災害防止のポイントを参考に対策を行いましょう。

■転倒災害の事例■

・通路に物
・床・地面が濡れていた
・荷を持っていて
・通路に段差
・雪・凍結
・歩きづらい床・地面

など

■はさまれ・巻き込まれ災害
の事例■

・荷の準備・取扱中で
・機械を動かしながらの作業中
・機械を止めずに
・機械に近寄りすぎて
・誤ってペダル(スイッチ)を
押す など

■墜落・転落災害の
事例■

・荷台から
・梯子・脚立から
・階段・踏台から

など

■動作の反動、無理な動作災害
の事例■

・介助者を車椅子から移乗させる
・施設利用者の入浴介助時
・重量物の取り扱い時
・無理な体勢で荷を扱う など
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未熟練労働者の災害には、外国人労働者（技能実習生を含む）の増加や、非正
規労働者の増加も一因となっています。

～事業主の皆様へ～

1. 雇入れ時や作業内容を変更し、
新たな作業についたときは、
労働災害を防止するための
安全衛生教育を必ず実施
しましょう!!

2. 「危険の見える化※」を
推進しましょう

～労働者の皆様へ～

1. 雇入れ時等に受けた安全衛生教育を確実
に守りましょう

「いそがない・あせらない・おこたらない」

2. 職場の整理整頓を実施しましょう

3. 機械のカバーは勝手に外さないこと
また、掃除等の際には機械の停止を必ず
確認しましょう

4. 保護帽、安全靴などの安全装備は正しく

着用しましょう

（※潜む危険を可視化し、知らせること）

図-3 未熟練労働者による事故の型別労働災害発生状況(令和5年)
(出典:労働者死傷病報告)

図-4 外国人労働者による労働災害発生状況の推移 (出典:労働者死傷病報告) 図-5 派遣労働者による労働災害発生状況の推移 (出典:労働者死傷病報告)

※未熟練労働者に対する
安全衛生教育マニュアル


